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■研究背景
クリストファー・アレグザンダー [1] は良い建築の源について「時を
超えるすべての建設の道は無意識という意識から始まる」と述べ
ている。それでは良い建築を受容することとは何なのだろうか。観
光名所に行ったときに感じる違和感はなんであろうか。この場所に
いるのというのになじめないし、まるで一次元違ったものを見てい
るような気分になるのは。我々が観光名所でいつもやるように微に
入り際にわたり観察するのはいい方法には思えない。建築になじむ
とはどういうことなのだろうか。本研究の出発点はここにある。

■研究目的
本論文の目的は以下の通りである。「建築になじむ」という感覚の
一端を明らかにするために、記述された「なじみ」の分析を行いそ
の構造を明らかにすること、そしてそれを現実の形に還元すること
である。三つの段階に分けて、(1) われわれが何に対して「なじみ」
を感じるのか、(2)「なじみ」の表現とは何か、(3)「なじみ」という
感覚は作れるのか、三点を明らかにすることが本研究の目的となる。

■研究方法
第二章で「なじみ」を分析する際の方法論の検討として、クリスト
ファー・アレグザンダーの『形の合成に関するノート』における方
法論を参照し、本研究への適用を試みる。また分析対象の検討も
行う。次に第三章で具体的媒体を選択し「なじみ」の記述の抽出、
分析を行う。最後に第四章では得られた結果をもとに建築として

「なじみ」をつくりだすことについての考察を行う。

■論文構成

■既往研究
◇『形の合成に関するノート』

『形の合成に関するノート』はクリストファー・アレグザンダーによ
るデザイン理論が記された初期の代表的著作である。アレグザン
ダーはここで、かれが「自覚された (self-conscious) プロセス 」と
呼ぶ我々の世界におけるデザインのプロセスについて「無自覚な
(unself-conscious) プロセス 」との比較において問題点を指摘し、
解決策としてデザインの手法を提唱している。
◇「なじみ」に関する既往研究
建築に「なじむ」ことに関する既往研究では研究対象の傾向は主
にふたつあり傾向１ : グループホームの入居者を対象としたもの、
そして傾向２ : 地域の生活必需施設とその利用者を対象としたもの
に分類できる。既往研究では建築に「なじむ」ことは時間の経過に
よって獲得されるものと扱われている。これまでの研究では「なじ
み」とは経時的に獲得されるものだ、と捉えられていることが分かっ
た。

第二章　「なじみ」を分析するにあたって
■クリストファー・アレグザンダーの方法論

「なじみ」を分析するための方法論としてアレグザンダーの『形の
合成に関するノート』を参照した。彼がこの著書で扱うのは、デザ
インの問題の解決方法である。それは直感的に行われることを、非
直感的な方法で説明する方法である。
アレグザンダーはデザインの問題を次のように説明する。まず「ア
ンサンブル」と呼ばれる全体があり、これは「形」と「コンテクスト」
に区分される。そしてデザインとは形をコントロールすることに
よって、そのコンテクストとの間の適合をよいものにしていく過程
である。アンサンブルの区分の仕方は一通りではなく、デザインの
目的は、アンサンブルが望み通りの特質を持つために、それぞれの
分け方で生じる形とコンテクストの適合が全体で最大値となるこ
と、と位置付けられる。デザインの問題における求めるべき解答は

「適合 」である。
そして具体的な記述方法として「集合論」が採用される。集合とは

「なんであろうとその共通性には関係なく一まとまりのものを指し、
与えられるまでは内部構造を持たない [2]」要素の集まりである。ア
レグザンダーの方法論は図 2 のダイアグラムで表される。

■方法論の適用
アンサンブルの適合状態についてアレグザンダーが最も身近なも
のとして例に挙げているのが、生物と環境がつくるアンサンブルで
ある。したがって「なじみ」とはアレグザンダーの言う「適合」の
一種だと考えられる。以上から、本研究では記述された「なじみ」
を集合論的な方法で分析することを研究方法とする。
本研究の方法論は図 3 のダイアグラムで表される。記述された「な
じみ」として、分析対象は「物語」として完成された媒体から抽出
を行うことした。その理由は、物語には「生活を織りなす原因・結
果の連鎖」を「明確な姿で顕現させる」機能がある [3] からである。

具体的にはテキスト、写真、映像の三媒体を対象とし、作品の中で
作家が意識的・無意識的にかかわらず「なじみ」を表現している箇
所を抽出する。これらの分析結果の有効性は二つの観点から説明
できる。第一に対象として選択した媒体の性質として、自覚される
ことのない感覚を描くことが可能であるということ。「なじみ」を私
( 筆者 )・記述・複数の作家というように三次元的に捉えるというこ
とである。第二に、クリストファー・アレグザンダーの方法論を用
いたことである。集合論を用いれば三次元的に捉えた「なじみ」に、
恣意的フィルターを通すことなく、構造を与えることが可能となる。

第三章　「なじみ」の記述の抽出と表の作成

第四章　考察

■記述の抽出
以下の8 作品から、全14の記述の抽出を行った。( 括弧内は抽出数 )

テキスト 　 ・ ポール ・ オースター著 『ムーン ・ パレス』 (3)
 　 ・ 深沢七郎著 『楢山節考』 (1)
　　　 　 ・トルーマン ・ カポーティ著 『冷血』 (1)
　　　 　 ・ 和辻哲郎著 『初版　古寺巡礼』 (5)

写真　 　 ・ 藤原新也著 『印度放浪』 (1)
映像 　 ・ アンドリュー ・ ニコル監督 『ガタカ』 (1)

 　 ・リチャード ・リンクレイター監督 『ビフォアンライズ』 (1)
 　 ・ ロバート ・ ゼメキス監督 『キャストアウェイ』 (1)
■記述の分析
集合論的な分析は以下の通り行った。

(1) 記述を抽出する
(2) 記述を並列して差分を洗っていく( 裏面図 8)
(3) 得られた要素から記述の全体図を描く( 裏面図 9)

◇「時間」についての軸の設定
「場所（記述）の時間経過」と「なじみの時間」に着目して、経時
的表現と共時的表現のふたつの軸を設定した。抽出した記述を経
時・共時の二軸で分けると、経時的表現は 8 記述、共時的表現は 6
記述あることがわかった。

◇三つのなじみ
記述の全体図 ( 図 9) から「なじみ」には三つの種類があることが
わかる。それぞれ「経験的」「身体的」「反射的」と呼ぶこととする。

「経験的なじみ」とは新しい環境に対して、自分の過去の経験、記
憶が要因となって「なじむ」場合である。新しい環境や状況に対し
て主体がなつかしさを感じる場合とも言い換えられる。

「身体的なじみ」とは主体が環境において生き延びるすべを獲得し
ていく場合や、時間経過が直接的に「なじみ」の要因になる場合で
ある。とくに前者は主体が環境に適応して変わっていくため「積極
的・身体的なじみ」といえ、後者は環境に対する慣れから生じるた
め「消極的・身体的なじみ」といえる。

「反射的なじみ」とは何かしらの潜在的なイメージが刺激され、頭
で考える前に場所に「なじむ」場合、主体にとって何かしらの条件
がそろい、新しい環境を瞬間的に受容することが「なじみ」に直結
する場合である。

得られた結果をふまえて、以下のダイアグラムで「なじみ」は表現
できる。このようにプロットすると、四つ目として「なじまない」
場合を考えることができる。この章では分析で得られた三つの「な
じみ」に「なじまない」場合を加えて四つの場合について建築に関
連させた考察を行った。

(1) 経験的
(2)身体的
(3) 反射的
(4)なじまない

結論

■例を挙げて
先に挙げた(1) ～ (4)の場合について具体的に例を挙げて「なじみ」
をつくりだす（またはつくりださない）ことの可能性について考察
を行った。
(1)『パタン・ランゲージ』(2)「実践感覚 [4]」
(3)「アウラ [5]」(4)  SI 住宅 [6]

以下の考察結果を得た。
・「経験的なじみ」は『パタン・ランゲージ』で用いられた方法によっ
てつくりだすことができる可能性はある
・「身体的なじみ」は建築的に時間とふるまいを操作することでつ
くりだせる
・「反射的なじみ」はベンヤミンの「アウラ」の概念をかりて、「ア
ウラの経験」によって生じ、それは人と環境のアイコンタクトであ
る、と説明できる
・「なじみ」が生じるためには環境側に経時的な一貫性が担保され
ている必要があり、逆に「なじまない」建築は、経時的な一貫性を
無効にし、カタログによってつくられる SI 住宅のようなシステムに
よって実現可能である

■会津若松飯盛山・栄螺堂 [7]

ここまでの考察をふまえて、具体的建築として、「会津若松飯盛山
の栄螺堂」を対象とし、栄螺堂の構築から見えてくる「なじみ」に
ついて考察を行った。
以下の考察結果を得た
・時間とふるまいの操作、一回性、インスタント性などの観点から
この栄螺堂は何重もの意味で「なじみ ( なじまないもふくむ )」建
築であるといえる
・さらに毛綱モン太によって指摘されたメビウスの輪的な性質 [8] か
ら「なじみ」は右 - 左、此岸 - 彼岸、過去 - 未来等の絶対的な転換
点であると考えることができる

本研究では「物語」という媒体から記述された「なじみ」を抽出し、
分析を行うことで「なじみ」という感覚の構造を明らかにすること
を試みた。方法論としてクリストファー・アレグザンダーの『形の
合成に関するノート』を参照し、集合論という考え方を分析方法に
採用した。「なじみ」は経時的に限らず、共時的に表現される場合
もあること、経験的、身体的、反射的の三種類があること、場合によっ
ては建築的操作でつくりだすことができるということを明らかにす
ることができた。

注釈
[1] クリストファー・アレグザンダー (1936 年ー ) はウィーン出身の都市計画家・建築家で、 建築 ・
都市計画の理論である 『パタン ・ ランゲージ』 (1977) など多くの建築理論を提唱し、 建築界
に大きな影響を与えた人物である。 [2] クリストファー・アレグザンダー 『形の合成に関するノート』
稲葉武司訳、 鹿島出版会、 1978、 p67　[3] 中山眞彦 『物語構造論　『源氏物語』 と
そのフランス語訳について』、 岩波書店、 1995 年、 p1　[4] ピエール ・ ブルデュによって提唱さ
れた概念 [5]ヴァルター ・ ベンヤミン (1892-1940) によって提唱された概念。 [6] 建物の骨格部
分と内装部分を分離して建築する方式の住宅。 間取りや設備などが自由に変更できるのが
特徴。 [7] 栄螺堂は江戸時代後期に考案された、 観音像をまつるための特異な仏堂形式
である。 堂内は 3 層につくられ、 右回りの通路にそって百観音や三十三観音などの仏像が
安置されている。 堂内を一巡することで、 観音霊場を巡礼したと同じ霊験が得ることができる
という考えのもと建設された。 [8] 毛綱モン太 「寄館異感 -2- 江戸三大奇館 ( 異形の建築
-2- 輪廻転生の建築 / 栄螺堂 ) 『建築』 １５４号、 1973、 pp.45-50、 p50
図版出典
図 1,4,5,6,8,9 筆 者 作 成 図 2Christopher Alexander, Notes on the Synthesis of Form, 
Harvard University Press, 1964, p76 より ( 邦訳は筆者 ) 図 3 図 2 を参考に筆者作成図 7
クリストファー ・ アレグザンダー 『パタン ・ ランゲージ　環境設計の手引』 鹿島出版会、
2013、 p447 より
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